
○８月２５日、土木学会が第三者機関としてインフラの健康状態を評価し、その結果を公表して解説する
「社会インフラ健康診断書」説明会を開催し、老朽化の現状や、維持管理・更新の必要性や課題を広く
国民に発信するとともに、インフラメンテナンスの理念の普及に向けた連携について議論しました。

○今後、本説明会での説明や議論を踏まえて、国民会議の会員一人ひとりが「社会インフラ健康診断書」
を活用し、インフラの現状について理解を深め、その広報に取り組んでいくこととします。

。

土木学会 「社会インフラ健康診断」 説明会 開催結果

開催概要

〈プログラム〉（8月25日（金）16:30～18:00）

本日の進め方の説明、セミナー「土木学会の取組と社会インフラ健康診断」、

セッション「インフラメンテナンスの普及に向けた連携について」、本日のまとめ

〈参加者〉

約５０名（公益財団法人土木学会、国民会議会員（民間企業・団体等）21名、実行委員、広報部会、国土交通省）

セッションの様子

インフラメンテナンス国民会議 広報部会

会場の様子

「社会インフラ健康診断」の説明
（公益財団法人土木学会 塚田専務理事）

社会インフラ健康診断（試行版） 健康診断評価指標


